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平成29年 8月23日（水）
於：太田市宝泉行政センター
東部教育事務所 学校教育係
主任指導主事 松崎 智幸

平成29年度 新教育課程説明会
小学校学習指導要領解説

～算数～
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第１章 総説 より

生産年齢人口の減少、グローバル化の進展、
絶え間ない技術革新等

人工知能（ＡＩ）
の

飛躍的な進化等
予測が困難な時代

〔子供たちが〕

・様々な変化に積極的
に向き合い、他者と協
働して課題を解決して
いくことなどができるよ
うにしていく

・小学校算数科（中学校数学科）においては、数学的に考える資質・能力を育成する観点から、
実社会との関わりと算数・数学を統合的・発展的に構成していくことを意識して、（現実の世界
と数学の世界における問題発見・解決の過程を学習過程に反映させることを意図して）数学
的活動の（一層の）充実等を図った。

・社会生活など様々な場面において、必要なデータを収集して分析し、その傾向を踏まえて課
題を解決したり意思決定をしたりすることが求められており、そのような能力を育成するため、
統計的な内容等の改善・充実を図った。

○算数科・数学科では…小Ｐ６ 中Ｐ６



新学習指導要領解説
算数編のポイント

押さえておきたい

４つのキーワード



授業改善

１，育成を目指す資質・能力

２，数学的な見方・考え方

３，数学的活動４，学習過程

押さえたい４つのキーワード
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押さえたい４つのキーワード

• 知識及び技能

• 思考力・判断力・表現力等

• 学びに向かう力・人間性等

１，育成を目指す資質・能力

• ～を働かせて

• ～に着目して
２，数学的な見方・考え方

• 問題発見や問題解決の過程への位置づけ３，数学的活動

• 日常生活や社会の事象

• 数学の事象
４，学習過程



１，育成を目指す資質・能力 第1章１ (2)

ア 「何を理解しているか、何ができるか（生きて働
く「知識・技能」の習得）」

イ 「理解していること・できることをどう使うか（未
知の状況にも対応する「思考力・判断力・表現力
等」の育成）」

ウ 「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生
を送るか（学びを人生や社会に生かそうとする
「学びに向かう力・人間性」の涵養）」

○育成を目指す資質・能力【教育課程全体】



数学的な見方・考え方を働かせ、
数学的活動を通して…

１，育成を目指す資質・能力 第2章第1節１

○育成を目指す資質・能力【算数科・数学科】

【知識及び技能】
（１） 数量や図形などについての基礎的・基本的な概念
や性質などを理解するとともに、日常の事象を数理的に
処理する技能を身に付けるようにする。（小）

（１） 数量や図形などについての基礎的な概念や原理・
法則などを理解するとともに、事象を数学化したり、数学
的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。（中）



数学的な見方・考え方を働かせ、
数学的活動を通して…

１，育成を目指す資質・能力

○育成を目指す資質・能力【算数科・数学科】

【思考力・判断力・表現力等】
（２） 日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考
察する力、基礎的・基本的な数量や図形の性質などを見いだ
し統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象
を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に表したりす
る力を養う。（小）

（２） 数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図
形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する力、数学
的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
（中）

第2章第1節１



数学的な見方・考え方を働かせ、
数学的活動を通して…

１，育成を目指す資質・能力

【学びに向かう力】
（３） 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、学習を
振り返ってよりよく問題解決しようとする態度、算数で学ん
だことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。（小）

（３） 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強
く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解
決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。
（中）

○育成を目指す資質・能力【算数科・数学科】

第2章第1節１



各学年の目標及び内容では…

１，育成を目指す資質・能力

○育成を目指す資質・能力【算数科・数学科】

第３章 各学年の目標及び内容
第１節 第１学年の目標及び内容
１ 第１学年の目標
（１） 知識及び技能→内容のアに記述
（２） 思考力・判断力・表現力等→内容のイに記述
（３） 学びに向かう力→各学年の目標としてまとめて記述
２ 第１学年の内容
〔Ｃ 測定〕
Ｃ（１） 量と測定についての理解の基礎
ア 次のような知識及び技能を身に付けること
イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること



各学年の目標及び内容では…

１，育成を目指す資質・能力

○育成を目指す資質・能力【算数科・数学科】

知識及び技能

思考力・判断
力・表現力等

学びに向かう力

第3章第1節１



各学年の目標及び内容では…

１，育成を目指す資質・能力

○育成を目指す資質・能力【算数科・数学科】

知
識
及
び
技
能

思
考
力
・

判
断
力
・

表
現
力
等

第3章第1節 2 C



第1章 1 (2) ③

○深い学びの鍵としての「見方・考え方」

２，数学的な見方・考え方

「どのような視点で物事を捉え，どのような考え方
で思考していくのか」というその教科等ならではの
物事を捉える視点や考え方である。

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力等

「数学的な見方・考え方」を働かせて



２，数学的な見方・考え方 第2章第1節 1 
(2) ①

○数学的な見方・考え方を働かせる意義



数学的な見方

２，数学的な見方・考え方

数学的な考え方

第2章第1節 1 
(2) ①



２，数学的な見方・考え方

発展的に考察する統合的に考察する

第2章第1節 1 
(2) ⑤



２，数学的な見方・考え方

数学的な表現を用いて表す

第2章第1節 1 
(2) ⑤



２，数学的な見方・考え方

○「数学的な見方・考え方」について

事象を，数量や図形及びそれらの関係などに着
目して捉え，根拠を基に筋道を立てて考え，統合
的・発展的に考えること（小）

事象を，数量や図形及びそれらの関係などに着

目して捉え，論理的，統合的・発展的に考えるこ
と（中）

算数、数学や他教科の学習を通して「数学的な見
方・考え方」は、豊かなものとなっていく。

第2章第1節 1 
(2) 



２，数学的な見方・考え方 第2章第2節 2 C

○算数では…



【思考力・判断力・表現力等】
（２） 日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立て
て考察する力、基礎的・基本的な数量や図形などの性質
を見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な表現
を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて
柔軟に表したりする力を養う。（小）

【数学的な考え方】
日常の事象を数理的にとらえ、見通しをもち筋道立って考
え表現したり、そのことから考えを深めたりするなど、数学
的な考え方の基礎を身に付けている。（小）

【現行の評価の4観点】

【育成を目指す資質・能力】



【現行の評価の4観点】

第1章 2 (2)

○「数学的な見方・考え方」について

２，数学的な見方・考え方

【育成を目指す資質・能力】
（３つの柱）

数学への
関心・意欲・態度

数学的な
考え方

知識及び技能

数量や図形など
についての知識・理解

数学的な技能

思考力・判断力・表現力等

学びに向かう力等

※現行の評価
の観点としての
数学的な見方
や考え方に置き
換わるものでは
ない。



○「数学的活動」について

小（現）Ｐ185
中（現）Ｐ15

平成２０年告示学習指導要領（現行）では、「算数
的活動」として、児童が目的意識をもって主体的
に取り組む算数に関わりのある様々な活動。

※手や身体などを使ってものを作るなどの作業的
な活動 など（８つの活動の例示）

３，数学的活動

平成２０年告示学習指導要領（現行）では、「数学
的活動」として、生徒が目的意識をもって主体的
に取り組む数学に関わりのある様々な営み。

※数や図形の性質などを見いだし発展させる活
動 など（重視する３つの活動を例示）



○「数学的活動」について

第2章第1節 1 (2) ②
第2節 2 数学的活動

３，数学的活動

事象を数理的に捉えて/数学の問題を見いだし/
問題を自立的、協働的に解決する過程を遂行/
すること。
→「算数的活動」から「数学的活動」へ改めた

「数学的活動」（小）【下学年】
ア「数量や図形を見いだし、進んで関わる活動」
イ「日常の事象から見いだした問題を解決する活動」
ウ「算数の学習場面から見いだした問題を解決する活動」
エ「数学的に表現し伝え合う活動」

（小）【上学年】イ→ア、ウ→イ、エ→ウ



○「数学的活動」の一覧

３，数学的活動

幼児教育→小１

小２＋小３

小４＋小５

小６→中１

ア イ ウ エ

ア イ ウ

第2章第2節 2 数学的活動



○ウ数学的に表現し伝え合う活動の留意点

３，数学的活動

①言葉や図，数，式，表，グラフなどを適切に用い
て,数量や図形などに関する事実や手続き,思考の
過程や判断の根拠などを的確に表現したり,考えた

ことや工夫したことなどを数学的な表現を用いて伝
え合い共有したり，

②見いだしたことや思考の過程，判断の根拠などを
数学的に説明したりする活動である。

第2章第2節 2 数学的活動



○「学習過程」について

第1章 2 (2)

算数科・数学科では，「事象を数理的に捉え，数学の問題
を見いだし，問題を自立的，協働的に解決し，解決過程を
振り返って概念を形成したり体系化したりする過程」といっ
た数学的に問題発見・解決する過程を学習過程に反映さ
せることが重要である。

４，学習過程

『日常生活や社会の事象を
数理的に捉え，数学的に表
現・処理し，問題を解決し，
解決過程を振り返り得られ
た結果の意味を考察する，
という問題解決の過程』

『数学の事象について統合的・発展的
に捉えて新たな問題を設定し，数学的
に処理し，問題を解決し，解決過程を
振り返って概念を形成したり体系化し
たりする，という問題解決の過程』



４，学習過程

数学的活動

第1章 2 (2)



学習過程と活動例（Ａ領域：ウ）

28

第3章第1節 2
数学的活動

○13－９をどう計算すればいいか

○くり下がりの計算をしよう

○具体物（ブロック等）を用いて
○10から９をとる

○個別解決、意見交流、
比較検討

○学習を振り返る
・10からとるとわかりやすかった。
・十何－1位数も同じようにできる
のではないか

学習の必要感
をもたせて

方法と結果の
見通しを

子どもたちの言葉
で考えをつなぐ

見通し

課題

比較
検討

振り
返り

めあて 13
10 3



学習過程と活動例（Ｃ領域：ウ）
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○のりと消しゴム、どちらがどのくらい重いか

○重さを数で表す

○直接比較？間接比較？
○長さのときは？かさのときは？

○直接比較→間接比較
任意単位→普遍単位

○学習を振り返る
・一定量を基準に数値化できる
・長さ、かさと同じような考え方

学習の必要感
をもたせて

方法と結果の
見通しを

子どもたちの言葉
で考えをつなぐ

見通し

めあて

比較
検討

振り
返り

課題
量の比較
の仕方
は？

第3章第3節 2
数学的活動



学習過程と活動例（Ｂ領域：ウ）
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○Ｌ字型の図形の面積を求める

○長方形でない図形の面積を
どう求めるか

○分割？補充して差し引き？

○図から式を導く
○式から図を想起する

○学習を振り返る
・長方形の求積法に帰着している。

学習の必要感
をもたせて

方法と結果の
見通しを

子どもたちの言葉
で考えをつなぐ

見通し

めあて

比較
検討

振り
返り

課題

２×６＋４×３？
６×６－４×３？

６×４？

どんな図形なら
式で表せる？

第3章第4節 2
数学的活動



学習過程と活動例（Ｄ領域：ウ）
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○1組と2組、読書をよくしたのはどちら？

○様々な視点からデータを
読み取る

○平均値は？中央値は？最頻値は？
○分布状況は？

○ある値から得られた考察の妥当性
を検討 → 多面的な吟味

○学習を振り返る
・自分たちの問題解決過程を
批判的に検討

学習の必要感
をもたせて

子どもたちの言葉
で考えをつなぐ

見通し

めあて

比較
検討

振り
返り

課題

方法と結果の
見通しを

平均１組8.2冊、
２組8.6冊、本当

に２組が読書を
よくするといって
いい？学校図
書館以外は？

第3章第6節 2
数学的活動



第4章 1 (1)５，主体的・対話的で深い学び

算数科では，児童自らが，問題の解決に向けて見通しをも
ち，粘り強く取り組み，問題解決の過程を振り返り，よりよく
解決したり，新たな問いを見いだしたりするなど

○①主体的な学び

○②対話的な学び

数学的な表現を柔軟に用いて表現し，それを用いて筋道を
立てて説明し合うことで新しい考えを理解したり，それぞれ
の考えのよさや事柄の本質について話し合うことでよりよ
い考えに高めたり，事柄の本質を明らかにしたりするなど，
自らの考えや集団の考えを広げ深める



５，主体的・対話的で深い学び

日常の事象や数学の事象について，「数学的な見方・考え
方」を働かせ，数学的活動を通して，問題を解決するよりよ
い方法を見いだしたり，意味の理解を深めたり，概念を形
成したりするなど，新たな知識・技能を見いだしたり，それら
と既習の知識と統合したりして思考や態度が変容する

○③深い学び

①主体的な学び・②対話的な学び
↓

③深い学び(思考や態度の変容)につなげるか

第4章 1 (1)
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４，学習過程

３，数学的活動

２，数学的な見方・考え方

１，育成を目指す資質・能力

５，主体的・対話的で深い学び

授業改善
①主体的・②対話的で
③深い学びの視点
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６，その他

○領域について

第2章第2節 1 (2)

改訂前
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６，その他

○領域について

改訂後

資料の活用
↓

データの活用

第2章第2節 1 (2)
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６，その他

○領域の見直しに伴って

第2章第2節 2 C (3)

Ｃ変化と関係（上学年）

変化や対応の特徴を考察すること

二つの数量の関係と別の二つの数量の関係
とを割合を用いて比べること
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６，その他

○領域の見直しに伴って

第2章第2節 2 D

統計的な問題解決活動Ｄデータの活用

「問題－計画－データ－分析－結論」の五
つの段階からなる統計的探究プロセス統計
的な問題解決活動
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６，その他

○領域の見直しに伴って

第3章第6節

第６学年の目標Ｄデータの活用

適切な手法を選択して分析を行い，それらを
用いて問題解決したり，解決の過程や結果
を批判的に考察したりする力を養う

適切な手法を選択して分析を行い，それらを
用いて問題解決したり，解決の過程や結果
を批判的に考察したりする力を養う

指導の意義Ｄデータの活用
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６，その他

○領域の見直しに伴って

第3章第1節 2 D

第１学年の内容

Ｄデータの活用

第６学年の内容
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６，その他

○算数科におけるプログラミング教育

第4章 2 (2)
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６，その他

○算数科におけるプログラミング教育

第4章 2 (2)



６，その他

○移行措置について（小学校）

第1章 2 (3)



おわりに
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※ここに掲載している資料は、文部科学省が作成した学習指導要領の
解説（平成２９年６月）を基に、一部を抜粋・加筆して作成しています。


